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項 目 要  約 

１．研究の概要 
溶媒抽出と抽出クロマトグラフィを組み合わせた、廃棄物発生量が少な

く、安全性・経済性に優れた実用性に富む3価マイナーアクチニド

（MA(III)：Am, Cm）の分離回収技術を開発する。高濃度のリン酸トリブ

チル（TBP）抽出剤と遠心抽出器を用いて、TBP濃度の制御を行うとともに、

圧力損失を低減させた吸着剤を開発することで、MA(III)/3価ランタノイ

ド（Ln(III)）共抽出プロセスに低圧損抽出クロマトグラフィによる

Ln(III)分離を組み合わせたハイブリッドMA(III)分離法を構築し、溶媒抽

出と抽出クロマトグラフィ両方の利点を活用した高い安全性・経済性を有

する実用的なプロセスを提示することを目的とする。また、これまでに提

案されてきた溶媒抽出法または抽出クロマトグラフィ法のみからなるプ

ロセスと比較して、優位性があることを定量的に示すため、以下の研究開

発を行う。 

１）配位子数制御型溶媒抽出を用いたMA(III)+Ln(III)回収プロセスの

開発 

２）重力駆動型抽出クロマトグラフィによるMA(III)/Ln(III)分離プロ

セスの開発 

２．総合評価 Ａ 
・MA回収及びMA分離については、過去20年近く世界的にも様々な分離法や

抽出剤が開発されてきた。これらの過去の実績についても十分に理解

し、最終報告においては、各種分離法との比較を行い、優位性を明らか

にすることを期待したい。 

・顕微分光法により抽出挙動を調べる手法は、溶媒抽出反応における液液

界面での現象解明の上で重要な知見をもたらすが、発光する金属イオン

に限られるため、汎用性を持たせるための工夫が必要である。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


